平成２６年度　まちづくり委員会第一回合同部会会議ワールドカフェ
テーマ：「合併１０年！まちづくり委員会の今後の方向性について」
②今年度計画に上げたコミ協との連携をどのようにはかるか
・まちづくり委員会とは
まちづくり委員には実行部がいない
本当に実行部があるか？
コミ協の事業をまちづくり委員会に知らせてもらう。（出かける機会になる）
具体的な課題についてまち委員とコミ協で検討会を開催する。
３現主義（現場、現実、現物）でコミ協とまちづくり委員会で話し合う。
まち委とコミ協との合同の場の設定
・行政
行政職員は一市民としてまちづくり委員会、その他に積極的に参加する
コミ協の行事に市職員・議員の参加
コミ協、まち委に市職員を自主的に参加へ
コミ協は市民課・まちづくり委員会は企画政策課
市の行政がまち委とコミ協を一緒にしているのは疑問
行政の市政と指導を検討
・コミ協とは何か？
コミ協は具体的にどんな活動をしている？
合併時のそもそもから認識すること
まちづくり、地域づくりは皆でやる意識作りを共に育てる
公民館活動との認識が不明
・意識
先進コミ協への会議の傍聴
「町部」はまとまりが無い、コミ協を作るのが大変
住民意識が高浜市と違う
コミ協が身近になっていない
・地域
地域の活性化
まちづくり委員会とコミ協の役割分担をある程度把握する
結婚できない人たちをコミ協でイベントを行い結びつける。
連携不足なので２ヶ月に1回合同会議を開催する
コミ協との合同会議の開催　連携と協働を検討する
まちづくり委員会は魚沼市全体の方向性や活動を検討しコミ協が実活動を行う。
コミ協のできる時期が遅れたためまちづくり委員会が企画運営している
目に見える事業を協議して実施する。
コミ協がやらないからまちづくり委員会がやる
コミ協の活動に参加協力して行く中でまちづくりにも協力を要請。一緒にやっていけるように
きっかけづくりをまちづくり委員が提起する。
・これからについて
まちづくり委員会がコミ協と結びついていくことにより具体的なまちづくりになる。具体的になるにはテーマや方向性が一致している。
計画段階での原点を振り返る。
集落役員会にコミ協の役員が出向き先進実践のPR
区長にまちづくり委員会への参加をもとめる
高浜市のように行政職員もまちづくり委員会やコミ協に参加してもらう
